
 

 

 

 

 

コロナ禍で見つけた物                

副理事長 鈴 木  睦  

 

 今年も残り一か月となりました。世界的にみると、まだまだコロ

ナ禍が続いている状況です。しかし、やや明るい兆しも見えてきた

ように思います。各国からは、ワクチン開発や実証承認の報道が聞

かれます。また、プロ野球やサッカーを観戦していると、観客も徐々に増え、日常が戻っ

てきているように感じられます。 

本連盟では、中部日本剣道大会開催以来八か月ぶりでしょうか、やっと 10月からレベル

アップ剣道教室や幼少年剣道入門教室、一般の稽古会が再開されました。しかし、マスク

の着用や手指消毒、密を避けるなどまだまだ留意点が多くあり、かなり不便です。早く剣

道の町・西尾の名に恥じないような、充実した活動となるようにしたいものです。 

 さて、最近の私は、「愛知こどもの国」の勤務を終え、町内会役員の活動や家の片づけが

中心の生活になっています。長年押し入れに貯め込んだ書籍や関係書類の入った段ボール

箱を整理したり、シュレダーにかけたりして処分を進めています。 

 この紙面では、片付け時に目に留まった二つのものを紹介することにします。 

 一つは、今から 37 年前の昭和 59 年度西尾市剣道連盟

総会資料です。『創立 30周年記念式典並びに昭和 59年度

総会』とあり、当時事務局長の鈴木楢男氏の手書きで、会

場は丁田町の平安殿となっています。この資料の連盟役

員欄を見ると、会長・本

多貫一（当時の西尾市

長）、理事長・青山幸光

となっています。また、

常任理事の欄を見ると、

21 人の懐かしい先輩方

の名前が連なっていま

す。大多数の先生方はす

でにお亡くなりになっ

ていますが、どの先生方も西尾を愛し、地域剣道を盛り

上げ、精力的に活動されていた姿が今でもはっきりと思

い出されます。 
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 もう一つは、平成 5 年の元旦に亡き浅井才治

先生が作られた漢詩です。西野町の成学館館長

である浅井先生が、西尾市で開催される「わか

しゃち国体」を後世の人たちにも永く思い出と

して伝えたいと作られたものです。 

 剣道の教えのことばに「守破離」「温故知新」

という言葉があります。当時の先輩方のことが

偲ばれるとともに、伝統を受け継いだ私たちは、

さらに後輩へと繋いでいかなければならない

と、責任をさらに強く感じる次第です。                        

 

剣道 地稽古の武術性を考える 

 10 月 22 日の地方紙に、本連盟参与の榎本鐘司先生が、市教委稲垣

教育長を訪問し、日本武道の武術性に焦点をあてた執筆本の出版報告

をされたとの記事が掲載されました。そこで、早速先生を訪問し、お

話を伺う機会を得ました。先生は、中世・近世～現代に至る剣道史の

研究を専門とされ、多くの論文を発表されています。特に、江戸時代、

西尾藩が召し抱えた剣術師範家の養勇流・田代家と克己流・安丸家に残る伝書を世に公開

し、中央と地方における剣道史の整合性を図り、論文にまとめられました。 

 さて、先生は、書籍「日本武道の武術性とは何か」の第 3 章「近世・近代剣道（剣術・

撃剣・剣道）における剣道演武の＜地稽古＞の出現」―華法化と武術性の相克―の執筆を

担当されました。特に、剣道に内在する戦いの場で命を賭しての攻防を伴う武術性に焦点

をあて、中世の兵法、近世の剣術と撃剣の行方、現代剣道への変遷を、史料をもとにまと

められています。そして、近代剣道の地稽古を通して、老若の熟練者が礼をわきまえ、年

齢・体格的な要因によって行使力に差が生じる粗暴な力技を封じて、剣技を試し合う真剣

勝負により、そこに内在する武術性が人の生き抜く力になりうると論じられています。 

また、絶版本ですが、「柔道にはなぜ黒帯があるの」－先生なぜですか‐を紹介してくだ

さいました。これは、生徒の立場で柔道・剣道・相撲に関してはそれぞれ 30の設問が、薙

刀については 10 の設問が示され、これに対して 1 問 2 ページの Q＆A 形式で解説されてい

ます。例えば、剣道では、「流派ができたのはいつ頃？」「男谷精一郎が竹刀の長さを三尺

八寸としたのはなぜ？」「刺し面を有効打突としないのはなぜ？」「「蹲踞するのはなぜ？」

「残心を大切にするのはなぜ？」等々について、明快に回答されています。また、絶版と

なっていますが、amazonで購入可能ということも紹介してくださいました。 

なお、榎本先生が中心となって編集された「地域からの剣道史」（西尾剣道史編集委員会

編）に、上記執筆著書の史料が数多く掲載されています。これも、剣道の歴史を学び深め

るうえで貴重な資料です。数に限りがありますが、ぜひ会員の皆様のお手元に置いて下さ

ることをお勧めします。                       （文責 林） 



＜執筆著書紹介＞ 

（写真左）「日本武道の武術性とは何か」-サピエンスと生き抜く力‐志々田文明・大保木

輝雄 編著 青弓社 3,600円＋税 

（写真右）「柔道にはなぜ黒帯があるの」－先生なぜですか‐稲垣正浩 編 大修館書店 

      絶版のため amazonにて古書を入手 

（写真中）「地域からの剣道史」 西尾剣道史編集委員会編 杉浦理事長宅に若干数あり 

      2,000円（税込み） 

 

 

 

１２月度 行事予定 

 

◎愛知県剣道連盟関係 12/ 5（土）愛知剣連稽古納め 中止 

           12/ 7（月）愛知剣連合同稽古会 中止 

           12/19（土）全日本女子剣道選手権大会県予選会 9:00 中 S.C  

                 ※全日本選手権大会県大会予選 1/31 刈谷市体育館

（申込締切 1/16） 

           12/21（月）愛知剣連合同稽古会 中止 

 12/20（日）居合道高段位受審者講習会 中 S.C 

 

 

◎西三河剣道連盟関係  12/ 6（日）西三河 12月度月例稽古会 19：00 東祥ｱﾘｰﾅ安城 

                                （旧安城市体育館） 

           12/10（木）西三河高齢者稽古会 10:30 東祥ｱﾘｰﾅ安城剣道場 



           12/11（金）西三河女子部稽古会 10:00 知立市福祉体育館 

12/24（木）西三河高齢者稽古会 10:30 東祥ｱﾘｰﾅ安城剣道場 

 

◎西尾市剣道連盟関係 12/ 6（日）西三河居合道講習会 中止 

           12/12（土）第 137回市内剣道個人選手権大会（平坂中校区） 中止 

           12/12（土）第 41回鶴中校区剣道個人選手権大会） 中止 

  12/20（日）西尾市剣道級審査会 8:30  西尾総体 

        ※受審する級により受付時刻が異なります。 

  12/26（土）第 2回小学生剣道錬成会 中止 

  12/26（土）西尾剣連稽古納め（新規事業） 19:00 西尾総体 

 

 〇月例稽古会 ※青年部と一般部は分けずに稽古会を行います。 

     19:00～20:30  12/ 5(土)  12/12(土)  12/19(土)  12/26(土)  

     〇レベルアップ剣道教室 

     15:00～17:00  12/26（土）←追加 

17:00～19:00  12/ 5（土） 12/19（土） 

18:30～20:00  12/12（土） 

19:00～20:30  12/3（木）  12/10（木）  12/17（木）  12/24（木） 

  〇幼少年剣道入門教室 

   17：00～18：30  12/12（土）  12/26（土） 

 

各種申込関係 

 

◎令和 2年度特別措置 冬季剣道初～三段審査会受付締切り 12 月 14日（月） 

 木村武道具店 9:00～20:00（毎週水曜定休） 

 ※要項は、12月初旬に公表されます。メールまたは本連盟 HPでご確認ください。 

 ※この審査会は、令和 2年度夏季審査会の代替えとして実施されます。そのため、受審

資格は、H19.11.29以前の生まれが対象となります。また、R2.12.20（日）実施の級審

査会で 1級に合格した方も初段の受審が可能です。この場合は、特例として級審査会

場にて、合格発表と同時に受審受付を行います。希望者は、あらかじめ審査会申込用

紙と申込時納入金をご準備ください。 

 

◎第 59回全日本女子剣道個人選手権大会愛知県予選会 12月 5日（土）必着 愛知剣連 


